
株式会社アイエスゲート
成果発表資料

国⽴研究開発法⼈ 情報通信研究機構
令和元年度情報バリアフリー助成事業成果発表

令和元年度情報バリアフリー助成対象事業名
聴覚障害者向けＸ線検査⽀援システム追加機能の
⼿話対応および⼼臓ＣＴ検査⽀援システムの開発

株式会社アイエスゲートです。

令和元年度情報バリアフリー助成事業成果発表を行います。

令和元年度情報バリアフリー助成対象事業名は

『聴覚障害者向けＸ線検査支援システム追加機能の手話対
応および心臓ＣＴ検査支援システムの開発』

です。

よろしくお願いいたします。
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１．死亡原因と医療費

２．聴覚障害に関する現状

３．情報バリアフリー事業
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弊社が情報バリアフリー事業に取り組む背景として
・わが国における死亡原因と医療費
・聴覚障害に関する現状

そして、弊社が取り組む情報バリアフリー事業について
お話しします。
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3

１．死亡原因と医療費

２．聴覚障害に関する現状

３．情報バリアフリー事業
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わが国における死亡原因と医療費について
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平成29年（2017）人口動態統計月報年計（概数）の概況 結果
の概要 厚生労働省より

がん

死亡数１位『がん』2位『⼼疾患』

心疾患
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日本における死亡数1位は「がん」、2位は「心疾患」です。
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平成29 年度 国民医療費の概況 厚生労働省より

国民医療費は年々増加
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医療費について

厚生労働省の平成 29 年度 国民医療費の概況によれば
国民医療費は、年々増加している状況です。
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6

１．死亡原因と医療費

２．聴覚障害に関する現状

３．情報バリアフリー事業
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次は、聴覚障害に関する現状について
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平成15年3月 補聴器供給システムの在り方研究会
「補聴器システムの在り方に関する研究」2年次報告書 より

実はかなり多い難聴者の数
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約1,944万⼈
（人口の約15%）

⾼齢化により加齢性難聴が増加
→感⾳性難聴なので⾔葉として聴こえづらくなる

わが国の難聴者の数は、自覚がない難聴者を含めて、
約1944万人と言われています。

人口の約15%ですから、20人に3人。

このように、難聴者の数は実はかなり多い状況です。
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＜出典＞山口利勝著 『中途失聴者と難聴者の世界見かけは健常者、気づかれない障害者』

X線検査
• 指⽰が聞こえない
• 室内は暗い為、書いてくれる⽂字
も⾒えない

病院に⾏かない

聴覚障害者にとって病院は利⽤困難

『聴覚障害者の施設環境改善に関する研究 : その1 聾者と中途聴覚障害者からみた施設バリアの要因』
高橋 儀平,他 日本建築学会計画系論文集 Vol. 67 (2002) No. 557 p. 181-187より
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また、聴覚障がい者の方々にとって利用困難な施設の
第1位は病院と言われています。

従って、余程の事がない限り、病院に行かないとも
言われています。
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１．聴覚障害に関する現状

２．死亡原因と医療費

３．情報バリアフリー事業
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これまでお話しした背景から

弊社は医療における聴覚障害者支援に関する
情報バリアフリー事業に取り組んでいます。
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これまでの研究開発と製品化
平成28年度 情報バリアフリー事業
平成29年度 情報バリアフリー事業
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これまでの研究開発について
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早期で発見できれば、がんは治る

‐＜参考＞2017がん推進企業ｱｸｼｮﾝﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ
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まずは、死亡原因1位の「がん」に関する支援に取り組み
ました。

ご存知の通り、「がん」は、早期発見して早期治療する
ことで殆ど治ると言われています。
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X線検査︓⼀⽅向のコミュニケーション

検査指⽰→⾳声→聞こえる→理解する→動作
confidential

検査を受ける側検査をする側
12

X線検査は、一方向のコミュニケーションです。

検査者は検査の指示を被検者に音声で伝えます。
被検者は、検査の指示を聞いて、理解して、動作します。

音声の指示だけで、検査者が意図する体の向きや姿勢、
息の吸い方など様々な指示を被検者が理解して動作しな
いと検査が成り立ちません。
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＜検査を受ける側＞
・指⽰の⾔葉が聞こえない(聴覚障害者)
・指⽰の⽇本語がわからない(外国⼈)
・左右がわからなくなる（健聴者）

＜検査をする側＞
・指⽰の⾔葉が伝わらない
・プロテクターを着て
検査室内で補助をしながら撮影

X線検査における現状の課題
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そのため、指示が伝わらない場合、検査をする側、検査を
受ける側の双方にとって困難な検査となっています。

指示の言葉が伝わらないことで、検査をする側が、プロテ
クターを着て検査室内で補助をしながら撮影を行う。

指示が伝わらない事で困るのは、聴覚障害者の方々だけ
ではなく、日本語がわからない外国人の方々。

健聴者でも指示が音声だけだと左右の向きがわからなく
なることが起きています。
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胃部X線検査⽀援システム『e-検査ナビ®』の概要図

指⽰
パネル

表⽰モニタ
スピーカー
(合成⾳声)

特⻑
指⽰内容が「⾒える」

⼿話表⽰可

「多⾔語」⽂字･⾳声対応︕

例：「左回りでうつぶせ」
ｱﾆﾒｰｼｮﾝと文字で液晶モニ

ター等に表示されます

アイコンタッチ「簡単操作」
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そこで、開発し製品化したのが 胃部Ｘ線検査支援システム
『e-検査ナビ』です。

e-検査ナビには、３つの特長があります

一つ目 指示内容が見える
このようにイラストや文字で被検者に指示の内容が表示され
ます。同時に音声も流れます。

二つ目 操作が簡単です。
検査者は、直感的に操作をして
体位変換「もう少し右」「もう少し左」などの微調整の指示も
行えます。
しかも、任意のタイミングで指示が行えます。

三つ目 多言語
聴覚障害者だけではなく、外国人の方々にも指示が伝わらない
為、困っていると言われています。
そのため、現場のニーズを元に、7言語8種類に対応しました。
また、手話にも対応しています。
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検診⾞設置例 施設据置設置例 導⼊状況

全国21施設 28台 導⼊

『e－検査ナビ』設置例・導⼊状況

地域 都道府県 車載 据置

東北 宮城 3 0

関東

埼玉 1 0

東京 6 1

神奈川 0 1

中部

岐阜 1 3

愛知 1 0

富山 1 0

静岡 1 1

近畿
大阪 1 0

京都 0 1

中国 広島 1 0

九州
福岡 2 0

鹿児島 3 0

21 7

2019年度導⼊予定分を含む

平成29年7月から販売開始した「e-検査ナビ」は現在、
全国21施設28台導入されています。

「e-検査ナビ」の設置例です。
検診車や施設内に設置されています。
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導⼊施設からの評価
聴覚障害や⾔語⽀援を必要とする受診者に対して
技師が検査室に⼊り表⽰カードで検査指⽰を⾏っていたが
当システム導⼊により

検査の質の向上
安全性の向上
検査時間の短縮に繋がった
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e-検査ナビを導入した医療機関の評価です。

聴覚障害や言語支援を必要とする受診者に対して技師が
検査室に入り表示カードで検査指示を行っていたが当シ
ステム導入により

検査の質の向上
安全性の向上
検査時間の短縮に繋がった

と言われています。
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安心

普及

e-検査ナビ 体験者の声

実際に胃部Ｘ線検査を受診した際にe-検査ナビで指示を
受けた受診者側の声です。

聴覚障害を持たれている60代の女性
「安心して検査が受けれました。」

70代の女性
「各都市に普及してほしい。」
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緊張しない

スムーズ

どこに？

e-検査ナビ 体験者の声

40代の聴覚障害の男性
「緊張せず スムーズに検査が出来ました」

「このシステムはどこに入っているんですか？」
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東京都の認定商品に選ばれました！

都内中⼩企業の新規性の⾼い優れた新商品及び新役務(サービス)
平成30年度 新事業分野開拓者認定制度（東京都トライアル発注認定制度）

confidential

e-検査ナビは、新規性の高い優れた商品として東京都の
認定商品に選ばれました。
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【表彰】東京都ベンチャー技術特別賞︕
東京都主催の世界発信コンペティションにおいて
中⼩企業が開発した⾰新的で将来性のある製品・技術と評価
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2019年 世界発信コンペティション製品・技術部⾨

また、世界発信コンペティションでは中小企業が開発した
革新的で将来性のある製品・技術と評価をいただき東京都
ベンチャー技術特別賞の表彰を受けました。
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これまでの研究開発と製品化
平成29年度 情報バリアフリー事業
平成30年度 情報バリアフリー事業
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平成29，30年度の情報バリアフリー事業について
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胃がん検診 肺がん検診

大腸がん検診 子宮頸がん検診 乳がん検診

胃部Ｘ線検査 胃内視鏡検査 胸部Ｘ線検査 胸部ＣＴ検査

便潜血検査 細胞診 乳房Ｘ線検査

男性罹患数
1位

男性罹患数 男女死亡数
1位

男女死亡数

女性罹患数
1位

女性罹患数

22

胃がん、肺がん、大腸がん、子宮頸がん、乳がんと５つの
がん検診があります。

その内の３つ、胃がん、肺がん、乳がん検診では、Ｘ線を
用いた検査が行われています。

胃がんは、男性罹患数１位。
肺がんは男女死亡数１位。
乳がんは女性罹患数１位と言われています。

その為、これらのＸ線を用いるがん検診を、聴覚障害者の
方々も安心して受診できるようにする必要があります。

そこで、平成29，30年度は、これらのがん検診の際の支援
システムの開発と製品化に取り組みました。
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左側：e-検査ナビPLUS検査者用
被検者の入室から退室までの検査指示を円滑に行う支援シス
テムです。

より良い検査を行うには、被検者の理解と協力が必要です。
待ち時間を活用して検査の説明を支援するシステム
右側：e-検査ナビプラス被検者用 も製品化しました。
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がん治療時の呼吸指⽰⽀援
課題④検診で発⾒したがんを放射線治療する際、
聴覚障害者向けの⽀援システムがない

④がん治療時の呼吸指⽰⽀援

肺がん 放射線治療、陽⼦線治療の際
呼吸の仕⽅や息⽌めの仕⽅の⽀援
吸気なのか呼気なのか
・イラストでわかりやすく
・指⽰内容を⽂字でも視認
・呼吸停⽌時間が視覚的にもわかる

・治療室と操作室が隣接していない
・⾳声で指⽰が⾏われる

治療室 操作室

24

がん検診を受診して、がんが発見されたら治療が必要です。

そこで、放射線治療の際の呼吸の指示が伝わるように支援
するシステムを開発しました。
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令和元年度 情報バリアフリー事業

Copyright (C)  ISGate Co.,Ltd.  confidential

令和元年度の情報バリアフリー事業について
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令和元年度の研究開発

１．⼿話への対応
①胃部Ｘ線検査の説明動画への⼿話対応
②がんの放射線治療時のコンテンツへの⼿話対応

２．⼼臓に関するＸ線検査への対応
・⼼臓ＣＴ検査時の⽀援システムの開発
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令和元年度の研究開発は、これらについて行いました。
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【背景】手話への対応の必要性
手話言語条例成立 ２７１自治体

●手話を日本語と同等の言語として認知

９７自治体
– （2017年3月27日）

271自治体
– （2019年4月25日）

参考：全日本ろうあ連盟 「手話言語条例マップ」より< https://www.jfd.or.jp/sgh/joreimap>2019.4.25 ｱｸｾｽ

１．手話への対応

Copyright (C)  ISGate Co.,Ltd. 
27confidential

一つ目は手話への対応。
手話も日本語と同等の言語とする手話言語条例

2017年は97自治体だった手話言語条例は、2年後の2019年
では271自治体で成立しています。

そのように、手話への対応の必要性が増しています。
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字幕のみの説明動画

手話

①胃部Ｘ線検査の説明動画への⼿話対応
１．手話への対応

Copyright (C)  ISGate Co.,Ltd. 
confidential

字幕＋手話通訳つきの説明動画

待ち時間を活用して検査の説明を支援するシステムの
機能の一つである胃部X線検査の流れを説明する動画。

その動画はアニメーションと字幕で構成であり、手話
には対応していませんでした。

そこで、胃部X線検査の説明動画に表現豊かな手話通訳
(ろう者)をつけました。
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全国聴覚障害者
情報提供施設

ＤＶＤ寄贈
ＨＰ公開

社会貢献活動︓医療に関する情報バリア解消

confidentialCopyright (C)  ISGate Co.,Ltd.  29

聴覚障害のある方々への医療に関する情報周知促進の一環
として、X線検査支援システム「e-検査ナビシリーズ」の
収益金の一部を活用して動画などの医療関連コンテンツに
字幕と手話を付加する活動に取り組んでいます。

聴覚障害がある方々の胃がん検診の受診率向上に少しでも
お役に立てるように「胃部X線検査の流れ」の字幕・手話
付き動画を弊社のホームページで公開しています。

また、インターネット環境がない方々にもご覧いただける
ように、動画をDVD化して聴力障害者情報文化センター様
を通じて全国の聴覚障害者情報提供施設にDVDを寄贈しま
した。
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日本対がん協会
グループ施設

ＤＶＤ寄贈
YouTube
公開

社会貢献活動︓医療に関する情報バリア解消
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また、音声のナレーションを入れることで健聴者など、
より多くの方々に活用していただけるように、YouTube
チャンネル開設してそこでも公開。

さらに、検診の待合室で閲覧していただけるように、
e-検査ナビシリーズ導入先医療機関と日本対がん協会様
を通じて全国の日本対がん協会グループ施設にDVDの寄贈
も行いました。
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放射線治療時の指示内容

手話表示

１．手話への対応

Copyright (C)  ISGate Co.,Ltd. 
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②がんの放射線治療時のコンテンツへの⼿話対応

また、がんの放射線治療時のコンテンツへも手話アニメー
ションで対応しました。
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令和元年度の研究開発

１．⼿話への対応
①胃部Ｘ線検査の説明動画への⼿話対応
②がんの放射線治療時のコンテンツへの⼿話対応

２．⼼臓に関するＸ線検査への対応
・⼼臓ＣＴ検査時の⽀援システムの開発

Copyright (C)  ISGate Co.,Ltd.  32confidential

2つ目の 心臓に関するX線検査への対応について
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平成29 年度 国民医療費の概況 厚生労働省より

【背景】医療費１位 循環器系の疾患

２．心臓に関するX線検査への対応

33Copyright (C)  ISGate Co.,Ltd.  confidential

また、医療費を占める割合で1位は、循環器系の疾患と
なっています。

心疾患は、「がん」に次いで、死亡数2位です。
早期発見して早期治療が重要と考えられます。

33
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検査時の指示内容を表示

寝台が動きます

２．心臓に関するX線検査への対応

⼼臓ＣＴ検査時の⽀援システムの開発

そこで心臓CT検査時の支援システムの開発を行いました。

検査時の指示内容がイラストと文字で表示されるシステ
ムです。

34



『誰もが、どこでも、安心して

より良いＸ線検査や放射線治療を
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『誰もが、どこでも、安心してより良いX線検査や放射線治療
を受けられるように』

今後もより一層尽力して参ります。

ありがとうございました！
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